
モニタリングサイト 1000 里地調査 生物多様性指標レポート 2018 正誤表 

 

ペー

ジ 

段落、図

表番号 

誤 正 

24 本文 2 段

落目 

また、分布北限が南にある種ほど、１年あたりの個

体数増加率が高くなる傾向が見られた（分布北限

が東北南部である３種：+0.98%/年、+2.15%/年、

+2.25%/年、関東・中部である４種：+3.55%/年、

+9.40%/年、+10.05%/年、近畿・紀伊である１種：

+24.06%/年；図 3-23）。 

また、分布北限が南にある種ほど、１年あたりの個

体数増加率が高くなる傾向が見られた（分布北限

が東北南部である３種：+1.1%/年、+1.4%/年、

+3.2%/ 年、関東・ 中 部で あ る ４ 種： +3.7%/ 年、

+5.8%/ 年、+7.0%/ 年、近畿・ 紀伊で あ る１ 種：

+22.6%/年；図 3-23）。 

25 図 3-23 別紙 図 3-23 南方系チョウ類 6 種及びイシガケ

チョウ、ムラサキツバメの記録個体数の経年的な全

国傾向【誤】 

 

同【正】 

（個体数変化率の数値、回帰係数の数値、種名

の表記の順序などを修正した） 

 

44~4

6 

付図 2 別紙 付図 2 全調査サイトのチョウ類各種の記録

個体数の経年変化【誤】 

 

同【正】 

（個体数変化率の数値、回帰係数の数値、種名

の表記の順序などを修正した） 

56 付表 2-2 付表 2-2 植物の外来種率【誤】 

 

同【正】 

（不要な行のデータを削除） 

以上 


